
No.131

編集と発行　丹波山村総務企画課■山梨県北都留郡丹波山村890　TEL■0428-88-0211　FAX■0428-88-0207
　　　　　　E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp　URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/平成22年7月

印刷・（株）少國民社

当初予算の概要 ･････････････ ２
各地区役員 ･････････････････ ３
丹波小・中学校卒業式 ･･･････ ４
丹波小・中学校入学式 ･･･････ ５

保育所入所式 ･･･････････････ ５
お知らせ ･･･････････････････ ６
村職員の配置と担当 ･････････ ８

人口と世帯（７月1日現在）　人口 701　男 343　女 358　世帯 326

主なもくじ



	 第 131 号	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 （2）

会　計　名 本年度予算 前年度予算 差引増減額 増減率
一　般　会　計 1,198,000 1,111,000 87,000 7.3

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業勘定 117,160 108,300 8,860 7.6
国民健康保険直診勘定 82,485 84,800 △	2,315 △	2.8
老人保健 2,513 1,500 1,013 40.3
簡易水道 22,700 20,567 2,133 9.4
水源の里保健休養施設 27,570 28,313 △	743 △	2.7
下水道 196,400 198,969 △	2,569 △	1.3
有線テレビ放送施設 5,750 5,500 250 4.3
教育奨学資金 2,800 3,100 △	300 △	10.7
介護保険 84,900 99,942 △	15,042 △	17.7
温泉事業 280,000 156,041 123,959 44.3
介護サービス事業 750 874 △	124 △	16.5
後期高齢者医療 13,607 16,800 △	3,193 △	23.5

計 2,034,635 1,835,706 198,929 9.8

特別会計当初予算一覧表	 （単位：千円、％）

　丹波山村議会３月定例会において、平成22年
度の当初予算が審議され、一般会計外12の特別
会計の予算が議決されました。	
　平成22年度予算は、観光立村の一層の推進を図
るため核となる温泉施設の安定運営を目的に第
２源泉の掘削を予算計上したこと等により前年度
に比べ9.8％の増となっております。

一般会計予算	 11億9,800万円
特別会計予算	8億3,663万5干円

平成22年度
当初予算の概要

科　　目 予算額 構成比
1 村税 59,065 4.9
2 地方譲与税 5,737 0.5
3 利子割交付金 193 0.0
4 配当割交付金 50 0.0
5 株式等譲渡所得交付金 25 0.0
6 地方消費税交付金 5,375 0.5
7 特別地方消費税交付金 1 0.0
8 自動車取得税交付金 1,533 0.1
9 地方特例交付金 1,012 0.1
10 地方交付金 610,000 50.9
11 分担金及び負担金 3,373 0.3
12 使用料及び手数料 3,927 0.3
13 国庫支出金 30,455 2.5
14 県支出金 20,006 1.7
15 財産収入 659 0.1
16 寄付金 1 0.0
17 繰入金 200,000 16.7
18 繰越金 10,000 0.8
19 諸収入 116,588 9.7
20 村債 130,000 10.9

合　　　計 1,198,000 100.0

科　　目 予算額 構成比
1 議会費 22,489 1.9

2 総務費 163,696 13.7

3 民生費 142,464 11.9

4 衛生費 68,980 5.7

5 農林水産業費 130,346 10.9

6 商工費 149,030 12.4

7 土木費 206,841 17.3

8 消防費 45,866 3.8

9 教育費 79,918 6.7

10 災害復旧費 2 0.0

11 公債費 185,868 15.5

12 諸支出金 500 0.0

13 予備費 2,000 0.2

合　　　計 1,198,000 100.0

一般会計歳入内訳	 （単位：千円、％）一般会計歳出内訳	 （単位：千円、％）

平成22年度の主な事業
■一般会計
　木造住宅建設事業	 5,500万円
■特別会計
　温泉第２源泉掘削事業	 10,000万円
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区　長 区長代理 育成会 体育指導委員 隣　　保　　長

奥　秋 木下　利博 嶋崎　　啓 木下　喜人 	船木　政和	
芦澤まゆみ

１嶋崎　益富　　２岡部　和男　　３幸山武一郎
４守屋　要作　　５清水　敏男　　６舩木　久夫

上　組 渡辺日出男 白木　昭一 渡辺日出男 	嶋崎　竜馬			
守屋真由美

１廣瀬　俊之　　２森口今朝司　　３守屋　茂久
４河村　節男		

中　組 酒井　重幸 守岡　昌富 武井　明信 守岡　公寿
酒井　智子

１武井　明信　　２木下　　亘　　３守岡　昌富
４守屋　幸夫

下　組 河村　春樹 青柳　秀和 青柳　秀和 岡部　英利				
中村　達也

１伊藤　米男　　２田中きよ子　　３田中　　静
４坂本　　茂　　５田中　美枝

高　尾 青柳　重久 楳澤千代男 橋詰　　修 守屋　秀寿		
橋詰　幸子	

１田中　保彦　　２嶋崎　　勉　　３嶋崎　常雄
４唐沢　文夫　　５舩木三千男

押垣外 船木　徳生 岡部　光男 芦澤　泰士 芦澤　泰士			
白木　敦子	 １岡部　昭夫　　２岡部もと子　　３岡部　三好

保之瀬 舩木　由正 河村　豊作 舩木　和久 舩木　和久
長谷川達弥		

１舩木　良哲　　２小林　敏男
　河村　豊作（親川連絡員）　　
　岡部　　清　　岡部　　晃（公衆トイレ）

東　部 吉野　喜六

吉野　　進

河村　清一

小林　敏男

嶋崎夏子 河村八重子	

１岡部　　靖　　２河村　義信　　３金丸　利亍
４松島　三郎　　５河村　利一　　６河村　清久
７嶋崎三千男　　８梅田　あさ　　９河村　清一
10岡部　紀一　　11小林　一三　　12小林　敏男
　吉野　涼子（公衆トイレ）
　吉野　涼子（出張診療所）			４1隣保

平成22年度　各 地 区 新 役 員 名 簿

　平成10年度から12年間使用してきた救急車が新しくなりました。
　新しい救急車はこれまでと同じ高規格の救急車で最新の救命処置用の資機材を搭載するとともに救命
処置等をよりスムーズに行なえるように資機材の配置も工夫されています。村ではこの救急車を購入し
たことにより、今まで以上に村民の方々の安全と安心のために努力してまいります。
　村民の皆様も「救急車の適正利用」についてご協力をお願いいたします。
　また、救急要請の連絡方法については、現在は村内全域（東部地域含む）から家庭用電話で「１１９」
通報をした場合、丹波山出張所（役場内）につながります。
　なお、携帯電話からの通報は全て大月市にある大月消防署につながります。

救急車救急車救急車 ががが 新しく新しく新しくなりました！なりました！なりました！
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４月６日（火）
　丹波小学校入学式が行われ、４名の児童が
丹波小学校に入学しました。

４月６日（火）
　丹波中学校入学式が行われ、４名が丹波
中学校に入学しました。

３月10日（水）
　第63回丹波中学校卒業式
が行われ７名の卒業生が
丹波中学校をすだちました。

３月19日（金）
　第134回丹波小学校卒業式が行われ４名が
丹波小学校を卒業しました。

丹波小学校入学式

丹波小学校
卒業式

丹波中学校
卒業式

　　　　 ４月７日（水）丹波山
村保育所入所式が行われ、新し
いお友だちが２人入所してきま
した。
　「保育所にはお友だちがいっ
ぱいいてうれしいな～」と好奇
心いっぱいです。これからみん
なと一緒に、遊んだり、歌った
り、踊ったり大きく成長してい
ってもらいたいです。お子さん
にとっても、保護者の皆さんに
とっても、安心できる保育所で
ありたいと願っています。

丹波小学校入学式

丹波中学校入学式丹波中学校入学式

保育所

　入所式

保育所

　入所式

▲
 

舩
木

　優
里
ち
ゃ
ん
（
保
之
瀬

　和
久
さ
ん
）

▲ 

芦
澤

　堅
登
く
ん
（
下
組

　将
一
郎
さ
ん
）

　私たち丹波山在住の女性が、地域の子どもやお年寄りの交
通安全を願い又、自身のドライバーとしての自覚の高揚を目
射して永年に渡り活動して参りました「丹波山村女性ドライ
バーの会」ですが、この度、諸々の事情により、本年３月末
日を以って解散いたしました。
　これまで、さまざまな活動を通し、多くの皆様に多大なご
協力やご援助を頂きましたことを心より深謝申し上げます。
　解散にあたり会の残金の使途について、総会の決定により、
保育所・小学校・中学校にヘルメットを贈ることとなりま
した。（保育所には贈呈済みです）又余剰金につきましては、
花の苗木等を購入し村内の美化に役立てていきたいと思いま
す。今後は、一人のドライバーとして村内の交通事故防止に
向けて「思いやる運転」を心がけて行きたいと思います。
　最後になりますが、村民の皆様の無事故を心よりお祈り申
し上げ解散の報告と致します。

平成22年７月　　酒井　智子

丹波山村女性
ドライバーの会【　　　　　　　　】
解散にあたって
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４月６日（火）
　丹波小学校入学式が行われ、４名の児童が
丹波小学校に入学しました。

４月６日（火）
　丹波中学校入学式が行われ、４名が丹波
中学校に入学しました。

３月10日（水）
　第63回丹波中学校卒業式
が行われ７名の卒業生が
丹波中学校をすだちました。

３月19日（金）
　第134回丹波小学校卒業式が行われ４名が
丹波小学校を卒業しました。

丹波小学校入学式

丹波小学校
卒業式

丹波中学校
卒業式

　　　　 ４月７日（水）丹波山
村保育所入所式が行われ、新し
いお友だちが２人入所してきま
した。
　「保育所にはお友だちがいっ
ぱいいてうれしいな～」と好奇
心いっぱいです。これからみん
なと一緒に、遊んだり、歌った
り、踊ったり大きく成長してい
ってもらいたいです。お子さん
にとっても、保護者の皆さんに
とっても、安心できる保育所で
ありたいと願っています。

丹波小学校入学式

丹波中学校入学式丹波中学校入学式

保育所

　入所式

保育所

　入所式

▲
 

舩
木

　優
里
ち
ゃ
ん
（
保
之
瀬

　和
久
さ
ん
）
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芦
澤

　堅
登
く
ん
（
下
組

　将
一
郎
さ
ん
）
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■
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
心
身

　
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

〜
今
の
生
活
に

　
1
日
10
分
“
1
0
0
0
歩
”

を
プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
〜

　

き
れ
い
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
、
少
し
ず

つ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
た
め
に
は

○	

頭
を
真
っ
す
ぐ
に
、
あ
ご
を
引

い
て
進
行
方
向
を
見
る
。

○	

背
筋
を
伸
ば
し
、
上
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。　

○	

腕
は
軽
く
曲
げ
、
手
は
軽
く
握

る
。
肩
の
力
を
抜
き
、
ひ
じ
を

後
ろ
に
引
く
こ
と
を
意
識
し
、

腕
を
前
後
に
大
き
く
振
る
。

○	

つ
ま
先
か
ら
蹴
り
だ
し
、
か
か

と
か
ら
着
地
す
る
。

○	

お
な
か
と
お
尻
を
引
き
し
め

る
。

○	

普
段
よ
り
や
や
大
股
で
、
歩
幅

は
「
身
長
‐
1
0
0
㎝
」
を
目

安
に
歩
く
。

○	

自
分
の
ペ
ー
ス
で
週
3
〜
4
回

を
目
標
に
歩
く
。

○	

習
慣
化
し
た
ら
、
早
歩
き
と

ゆ
っ
く
り
歩
き
を
数
分
ず
つ
交

互
に
繰
り
返
し
て
み
る
。

■「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
現
在
知
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
も
発
が
ん
物
質

は
約
40
種
類
、
発
が
ん
促
進
物
質

は
約
2
0
0
種
類
含
ま
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
が
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ

る
病
気
で
亡
く
な
る
人
は
、
年
間

11
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
は
、
交
通
事
故
死
の

約
20
倍
で
す
。
喫
煙
は
、
が
ん
、

循
環
器
系
疾
患
、
呼
吸
器
系
疾
患

な
ど
を
始
め
、
様
々
な
病
気
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

受
動
喫
煙
者
に
も
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
5
月
の
日
本
た
ば
こ

産
業
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
習

慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
人
の
割
合

は
、
男
性
で
38
・
9
％
、
女
性
で

11
・
9
％
で
し
た
。
こ
の
う
ち「
健

康
へ
の
悪
影
響
」や「
タ
バ
コ
増
税
」

の
話
題
を
受
け
て
、
全
体
の
約
6

割
が
禁
煙
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
は
、
様
々
な
疾
患
の
予
防

や
治
療
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
健

康
管
理
の
方
法
で
す
。
こ
こ
で
成

功
に
導
く
禁
煙
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

○�

禁
煙
開
始
日
を
決
め
る　

イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
な
い
時
や
時
間
に

ゆ
と
り
が
あ
る
時
に
始
め
ま
し

ょ
う
。
目
標
は
、「
一
生
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
」
で
は
な
く
、「
今

日
一
日
吸
わ
な
い
」
か
ら
し
て

み
る
。
高
す
ぎ
ず
、
低
す
ぎ
な

い
小
刻
み
な
目
標
に
す
る
。

○�

禁
煙
理
由
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

禁
煙
す
る
理
由
を
は
っ
き
り
さ

せ
、
自
分
自
身
で
し
っ
か
り
納

得
し
ま
し
ょ
う
。

○�

家
族
や
周
囲
に
禁
煙
宣
言　

宣

言
す
る
こ
と
で
、
意
志
が
固
ま

り
ま
す
。
家
族
の
協
力
も
必
要

で
す
。

○�

吸
い
た
く
な
っ
た
ら　

吸
い
た

く
な
る
状
況
を
把
握
し
、
対
策

を
立
て
る
。
冷
た
い
水
を
飲
ん

だ
り
、　

深
呼
吸
や
体
を
動
か

し
た
り
す
る
こ
と
も
、
誘
惑
か

ら
逃
れ
る
方
法
の
一
つ
で
す
。

○�

禁
煙
継
続　
「
一
本
ぐ
ら
い
な

ら
大
丈
夫
！
」
と
い
う
よ
う
な

気
持
ち
が
わ
い
て
き
た
ら
要
注

意
。
禁
煙
で
手
に
入
れ
た
良
い

こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
、
吸
わ

な
い
生
活
を
楽
し
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

○�

環
境
を
整
え
る　

喫
煙
用
品
を

一
切
捨
て
て
み
る
。

　

禁
煙
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
ば
こ
は
、

い
つ
や
め
て
も
遅
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生
・

健
康
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　高尾地区で建設を
進めておりました体
験農園施設（通称：
クラインガルテン）
が完成しました。
　「クラインガルテ
ン」とはドイツ語で「小さな庭」という意味で、都市の住民が
気軽に楽しめる農業体験施設のことです。今後は、この施設を
都市の住民に提供し、都市と農山村間の交流を促進し農業振興
を図ります。

丹波山村に 体験農園施設
（通称：クラインガルテン）
を建設しました。

丹波山村に 

を建設しました。

お
知
ら
せ
　Inform

ation
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土砂災害の要因となる、甲府地方気象台が発表する
大雨などの「気象警報・注意報」、「土砂災害警戒情報」
および「地震情報」などを、事前に利用登録された
携帯電話へ電子メールにより提供しています。

　土砂災害警戒情報の補足情報として、携帯電話
やインターネットを通じ、「大雨警報・注意報」、
「雨量情報」、「土砂災害危険度（予測および現況）」
を表示し、市町村のどこで土砂災害の危険が高まっ
ているのかの情報を提供しています。

　「土砂災害警戒情報」は、大雨による土砂災害
発生のおそれがあるときに、市町村長が発令する
避難勧告などの判断の支援や、住民のみなさんの
自主避難の参考となるよう、山梨県と甲府地方気
象台が共同で発表する重要な防災情報です。

※次の情報を受信選択することができます。
　警　報：　□大雨　　□洪水　　□大雪　　
　　　　　　□暴風雪　□暴風
　注意報：　□大雪　　□洪水　　□大雪　
　　　　　　□風雪　　□雷　　　□強風　　
　　　　　　□融雪　　□濃霧　　□乾燥　　
　　　　　　□なだれ　□低温　　□霧　　　
　　　　　　□着雪　　□その他
　土砂災害警戒情報：　□土砂災害警戒情報
　地震情報：□地震情報（中・西部）
　　　　　　□地震情報（東部・富士五湖）
　　　　　　□東海地震情報
　お知らせ：□山梨県からの災害情報等

山梨県災害情報メール配信のご案内山梨県災害情報メール配信のご案内
気象情報や土砂災害等の情報を携帯メールにお届けします！

山梨県土砂災害警戒情報システム山梨県土砂災害警戒情報システム
土砂災害の危険性を携帯電話やインターネットで詳しく確認できます！

①下アドレスへ空メールを送信
②返信メールにあるURLへアクセス
③見たい情報や地域を選択

　該当情報発生時にメール配信！

利
用
方
法

携帯電話からの
アドレス

配
信
メ
ー
ル
の
例

お問い合わせ先

「土砂災害警戒情報」とは？

entry@sabo-mail.pref.yamanashi.jp
（登録用メールアドレス）

※ご利用は無料ですが、通信費用は利用
　者のご負担となります。
※登録時に、解除用のメールアドレスも
　ご案内しています。

土砂災害警戒情報システム携帯サイトアドレス
http://www3.pref.yamanashi.jp/dosya-m/top/

※ご利用は無料ですが、通信費用は利用者のご負担となります。

http://www3.pref.yamanashi.jp/dosya/

山梨県砂防課 TEL：055（223）1710

※パソコンではさらに
　詳しく見ることが
　できます。

【表示情報】大雨警報・注意報（市町村単位）、土砂災害警戒情報の発表状況（市町村単位）
　　　　　　解析雨量（メッシュ単位）、土砂災害危険度予測・現況（メッシュ単位）

山梨県土砂災害警戒情報システム 検 索



	 第 131 号	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 （8）

　

村　

長　
　
　

岡
部　

政
幸

■
総
務
企
画
課

　

課　

長　
　

田
中　

寿
二　
　

課
の
統
括
・
人
事

　

主　

査　
　

芦
澤
将
一
郎　
　

	

財
政
全
般
・
過
疎
対
策
・
財
産
管

理
・
企
画
・
広
域

　
副
主
査（
兼
）			

芦
澤　

泰
士　
　

	
給
与
・
農
業
全
般
・
農
業
委
員
会

　

副
主
査　
　

守
屋　
　

剛　
　

	
商
工
・
労
働
・
土
木
・
住
宅
・
イ

ベ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

　

主　

任　
　

岡
部　

英
利　
　

税
務
全
般
・
消
防
・
ブ
ロ
グ

　

主　

任　
　

相
生　

有
得　
　

	

林
業
全
般
・
ジ
ビ
エ
・
企
業
の
森

　「
出
納
室
」

　
会
計
管
理
者　

芦
澤　

泰
士　
　

出
納

　

主　

査　
　

白
木　

敦
子　
　

	

出
納
・
庶
務
・
広
報
・
共
済
組
合

　

臨
時
職
員　

吉
野　

松
見　
　

出
納
・
庶
務

■
住
民
生
活
課

　

課　

長　
　

坂
本　

五
一　
　

課
の
統
括
・
環
境
衛
生

　

主　

幹　
　

吉
野　

一
也　
　

	

簡
易
水
道
・
下
水
道
・
児
童
福
祉
・

老
人
ク
ラ
ブ

　

主　

幹　
　

木
下　

武
久　
　

	

国
保
・
後
期
高
齢
者
・
ブ
ロ
グ
・

サ
ー
バ
ー
管
理

　

副
主
査　
　

長
谷
川
達
弥　
　

	

総
合
窓
口
・
戸
籍
・
住
民
記
録
・

年
金

　

主　

任　
　

中
村　

達
也　
　

	

介
護
・
障
害
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

高
齢
者
福
祉

　

保
健
師　
　

藤
森
希
美
江　
　

保
健
事
業

　

保
健
師　
　

守
屋　

朋
美　
　

保
健
事
業

　

業
務
員　
　

船
木　

健
一　
　

水
道
技
術
員

　「
保
育
所
」

　

主　

任　
　

久
保
田
崇
史　
　

保
育
士

　

臨
時
職
員　

橋
詰　

幸
子　
　

給
食
調
理
・
所
内
用
務

　「
診
療
所
」

　

医　

師　
　

古
屋　

禎
男　
　

医
師

　

看
護
師　
　

武
井　

千
春　
　

看
護
師

　

主
事
補　
　

田
中　

裕
子　
　

医
療
事
務

　

パ
ー
ト　
　

船
木
み
ゆ
き　
　

受
付
・
所
内
用
務

■
温
泉
観
光
課

　

課　

長　
　

木
下　

和
彦　
　

支
配
人
・
課
の
統
括

　

主　

幹　
　

木
下　

喜
人　
　

観
光
全
般
・
水
源
の
里

　

業
務
員　
　

白
木　

敏
彦

　

業
務
員　
　

酒
井　

裕
子

　

業
務
員　
　

船
木　
　

翼

　「
水
源
の
里
」

　

臨
時
職
員　

小
池　

文
夫　
　

村
営
つ
り
場
管
理
人

　

パ
ー
ト　
　

芦
澤
タ
カ
エ　
　

そ
ば
処
や
ま
び
こ
管
理
人

　

パ
ー
ト　
　

船
木　

昭
和　
　

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
管
理
人

■
教
育
委
員
会

　

教
育
長　
　

丸
田　

修
身

　

次　

長　
　

橋
詰　
　

武　
　

	

教
育
委
員
会
事
務
の
統
括
・
学
校

教
育
・
社
会
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

社
会
体
育
・
情
報
化
・
有
線
テ
レ
ビ

　「
給
食
セ
ン
タ
ー
」

　

臨
時
職
員　

木
下　

礼
子　
　

給
食
調
理

　

臨
時
職
員　

岡
部　

智
子　
　

給
食
調
理

　「
小
・
中
学
校
」

　

村
単
教
員　

佐
野　

好
美　
　

小
学
校
教
諭

　

臨
時
職
員　

岡
部　

美
子　
　

小
学
校
用
務
員

　

臨
時
職
員　

清
水　
　

都　
　

中
学
校
用
務
員

　

臨
時
職
員　

広
瀬　

清
美　
　

中
学
校
事
務

　「
郷
土
民
俗
資
料
館
」

　

パ
ー
ト　
　

守
屋
モ
リ
エ　
　

資
料
館
用
務

■
議
会
事
務
局

　

局　

長　
　

守
屋　
　

勤　
　

交
通
・
統
計

　

4
月
1
日
（
木
）、
晴
。

　

郷
土
民
族
資
料
館
で
丹
波
山
村
消
防

団
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
団
長
と
1
名
の
新
入
団
員
が
加
わ

り
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
た
田
中
雄
二
第
二
部
班
長
を
は

じ
め
、
7
名
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　【
新
入
団
員
】

木
下　

武
久　
（
再
入
団
）

　【
新
幹
部
】

団　

長　
　
　
　
　

舩
木　

昭
和

副
団
長　
　
　
　
　

岡
部　
　

清

副
団
長　
　
　
　
　

嶋
﨑　

義
人

指
揮
隊
長　
　
　
　

橋
詰　
　

修

第
一
部
長　
　
　
　

坂
本　
　

仁

第
二
部
長　
　
　
　

楳
澤
千
代
男

本
部
付
専
任
班
長　

岡
部　

岳
志

本
部
付
専
任
班
長　

守
岡　

公
壽

第
一
部
専
任
班
長　

芦
澤
将
一
郎

第
二
部
専
任
班
長　

吉
野
は
や
と

　【
退
団
者
】

田
中　

雄
二　
（
第
二
部
班
長
）

岡
部　

秀
樹　
（
第
一
部
団
員
）

岡
部　

光
男　
（
第
二
部
団
員
）

坂
本　

五
一　
（
本
部
付
団
員
）

渡
邊
日
出
男　
（
本
部
付
団
員
）

船
木　

智
巳　
（
第
一
部
団
員
）

岡
部　
　

宏　
（
第
二
部
団
員
）

村
職
員
の
配
置
と
担
当

　
平
成
22
年
７
月
1
日

消
防
団
任
命
式

丹
波
山
村


